	対象教科・科目
	単位数
	学年・学級

	英語 Ⅰ
	３
	


１　学習の到達目標等
	学習の到達目標
	日常的な話題について，聞いたことや読んだことを理解し，情報や考えなどを英語で話したり書いたりして伝える基礎的な能力を養うとともに，積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度を育てる。

具体的な言語活動は以下の通り。

ア．英語を聞いて，情報や話し手の意向などを理解したり，概要や要点をとらえたりする。

イ．英語を読んで，情報や書き手の意向などを理解したり，概要や要点をとらえたりする。

ウ．聞いたり読んだりして得た情報や自分の考えなどについて，話し合ったり意見の交換をしたりする。

エ．聞いたり読んだりして得た情報や自分の考えなどについて，整理して書く。

	使用教科書・副教材等
	ELEMENT English Course Ⅰ(英Ⅰ048)，ワークブック，予習ノート，グラマーブック


２　英語Ⅰの評価の観点，規準及び評価方法

	
	①関心・意欲・態度
	②表現の能力
	③理解の能力
	④知識・理解

	観

点
	コミュニケーションに関心をもち，積極的に言語活動を行い，コミュニケーションを図ろうとする。
	日常的な話題について，情報や考えなど伝えたいことを英語で話したり，書いたりして表現する。
	日常的な話題について，英語を聞いたり読んだりして，情報や考えなど相手が伝えようとすることを理解する。
	日常的な話題についての英語の学習を通して，言語やその運用についての知識を身に付けるとともに，その背景にある文化などを理解している。

	規

準
	(ｱ) 言語活動への積極的な取り組み

(ｲ) コミュニケーションを継続する努力
	(ｱ) 正確さ（リズム・イントネーション・文法。情報の内容）

(ｲ) 適切さ（場面や状況に応じた表現。声の大きさ，速さ）
	(ｱ) 正確さ（リズム・イントネーション・文法などの知識を利用した理解）

(ｲ) 適切さ（場面や状況，目的に応じた聞き取り，読み取り）


	(ｱ) 言語についての知識（リズム・イントネーション・文法。言語の働き。場面にふさわしい表現）

(ｲ) 文化についての理解（円滑なコミュニケーションに必要とされる文化についての理解）

	eq \o(\s\up 5(評価),\s\do 2(方法))
	a. 授業に対する意欲／b. 発表／c. 課題等の提出／d. 小テスト・定期考査


３　学習計画及び評価方法等

	学期
	月
	考査範囲
	学習内容
	学習のねらい
	評価の観点
	評価方法

	
	
	
	
	
	①
	②
	③
	④
	

	第１学期
	4
	中間考査
	オリエンテーション

効果的な辞書活用のために
	英語Ⅰについての学習の意義や内容，評価の方法を理解する。

辞書の使い方を学ぶ。
	
	
	
	
	


	学期
	月
	考査範囲
	学習内容
	学習のねらい
	評価の観点
	評価方法

	
	
	
	
	
	①
	②
	③
	④
	

	１学期
	4
	中間考査
	Lesson 1

Crossing the Bridge between Languages
	<題材内容とねらい>

・ジョンが話そうとしている事柄をつかむ。

・マクドナルドが日本に来た経緯を理解する。

・Tajiroとの交流，別れの経緯を理解する。

・マクドナルドの残した功績を知る。

・外国語の学習や外国人との交流の意義について考え，話し合う。

<文型・文法事項>

英語の語順（５文型），不定詞，受動態を理解し，文を作る。
	○

○

○

○

○

○
	○

○
	○

○

○

○

○
	○

○

○

○

○

○
	a

b

c

d

	
	
	
	Lesson 2

An Interview with Your Pets
	<題材内容とねらい>

・犬のルーツと習性を理解する。

・猫のルーツと特性を理解する。

・金魚のルーツと習性を理解する。

・インコのルーツと習性を理解する。

・ペットについての好みを話し合う。

<文型・文法事項>

現在完了形，動名詞，関係代名詞を理解し，文を作る。
	○

○

○

○

○

○
	○

○
	○

○

○

○

○
	○

○

○

○

○

○
	a

b

c

d

	
	5
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	期末考査
	Lesson 3

Dreamers, Achievers
	<題材内容とねらい>

・「勝ちたいんや」の意味と子供のころの夢を知る。

・子供のころのエピソードを知る。

・選手生活を終えた後の活動を知る。

・夢を持つことの重要性を理解する。

・自分の夢について話し合う。

<文型・文法事項>

過去完了形，S+V+O (if /wh- S'+V')，as long as S'+V'を理解し，文を作る。
	○

○

○

○

○

○
	○

○
	○

○

○

○

○
	○

○

○

○

○

○
	a

b

c

d

	
	6
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	Lesson 4

Measuring System
	<題材内容とねらい>

・Kenjiの質問の内容を理解する。

・inch, feet, yard, mileの違いと起源を知る。

・もう１つの長さの単位について知る。

・量を測る単位の種類を知る。

・日本の古い単位について英語で説明する。

<文型・文法事項>

・S+V+C (分詞)，S+V (be動詞)+C (that節)，結果を表す不定詞を理解し，文を作る。
	○

○

○

○

○

○
	○

○
	○

○

○

○


	○

○

○

○

○

○
	a

b

c

d

	
	7
	
	Reading 1

Richard Fleming
	<題材内容とねらい>

・物語の筋と意外な展開をつかむ。

・速読の方法を学ぶ。
	○

○
	
	○

○
	○

○
	a

d

	
	《課題・提出物等》Communication Activity D･Eの中からいくつかを課題として出す。

	
	《第１学期の評価方法》

１　評価対象：　a. 授業に対する意欲／b. 発表（内容・態度）／c. 課題等の提出（内容・態度）／d.小テスト・定期考査

２　評価配分：　a. 授業に対する意欲○％／b. 発表○％／c. 課題等の提出○％／d.小テスト・定期考査○％


	学期
	月
	考査範囲
	学習内容
	学習のねらい
	評価の観点
	評価方法

	
	
	
	
	
	①
	②
	③
	④
	

	２学期
	9
	中間考査
	Lesson 5

Could Do Better
	<題材内容とねらい>

・アインシュタインなど，偉人として知られる人物が抱えていた問題点を知る。

・チャーチルの学校での行動を知る。

・チャーチルの母親の手紙の内容を理解する。

・成功についての筆者の考えを理解する。

・学校生活の問題点について考え，話し合う。

<文型・文法事項>

助動詞+受動態，関係代名詞what，S seems to doを理解し，文を作る。
	○

○

○

○

○

○
	○

○
	○

○

○

○

○
	○

○

○

○

○

○
	a

b

c

d

	
	
	
	Lesson 6

Do It Now or Later
	<題材内容とねらい>

・手紙の内容とYukiの選択を理解する。

・物事に優先順位を付ける重要性を理解する。

・優先順位の付け方を学ぶ。

・優先順位を付けないとどうなるかを理解する。

・自分の生活における優先順位を考え，発表する。

<文型・文法事項>

関係代名詞の非制限用法，形式主語，同格のthatを理解し，文を作る。
	○

○

○

○

○

○
	○

○
	○

○

○

○


	○

○

○

○

○

○
	a

b

c

d

	
	10
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	Lesson 7

Facing the Lion
	<題材内容とねらい>

・マサイ族でライオンがどのような存在であるかを知る。

・ライオンとの遭遇の場面を理解する。

・マサイ族の間で牛が持つ意味を理解する。

・学校に行くようになったいきさつとその後の経緯を理解する。

・読後に感想を話し合う。

<文型・文法事項>

関係副詞，倒置，The+比較級+S'+V', the+比較級+S+Vを理解し，文を作る。
	○

○

○

○

○

○
	○

○
	○

○

○

○

○
	○

○

○

○

○

○
	a

b

c

d

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	11
	期末考査
	Lesson 8

What Goes Up Must Come Down
	<題材内容とねらい>

・床屋の質問と博士の答えを理解する。

・重力の働きを理解する。

・terminal velocityについて理解する。

・空気と風が及ぼす作用ついて理解する。

・ボールを上に投げて受ける様子を説明する。

<文型・文法事項>

S+V+O+C (分詞・動詞の原形)，形容詞・副詞+enough to do / enough+名詞+to doを理解し，文を作る。
	○

○

○

○

○

○
	○

○
	○

○

○

○
	○

○

○

○

○

○
	a

b

c

d


	学期
	月
	考査範囲
	学習内容
	学習のねらい
	評価の観点
	評価方法

	
	
	
	
	
	①
	②
	③
	④
	

	２学期
	12
	期末考査
	Reading 2

Magician's Jump from a Bridge
	<題材内容とねらい>

・マジシャンのパフォーマンスをめぐる話を理解する。

・速読の方法を学ぶ。
	○

○
	
	○

○
	○

○
	a

d

	
	《課題・提出物等》Communication Activity D･Eの中からいくつかを課題として出す。

	
	《第２学期の評価方法》

１　評価対象：　a. 授業に対する意欲／b. 発表（内容・態度）／c. 課題等の提出（内容・態度）／d.小テスト・定期考査

２　評価配分：　a. 授業に対する意欲○％／b. 発表○％／c. 課題等の提出○％／d.小テスト・定期考査○％


	学期
	月
	考査範囲
	学習内容
	学習のねらい
	評価の観点
	評価方法

	
	
	
	
	
	①
	②
	③
	④
	

	３学期
	1
	学年末考査
	Lesson 9

Seabiscuit
	<題材内容とねらい>

・３人の男の経歴と出会いを知る。

・Seabiscuitの競走馬としての成長とライバルの出現を理解する。

・レースの様子と結果を理解する。

・最後のレースまでの経緯と結果を理解する。

・読後に感想を話し合う。

<文型・文法事項>

仮定法過去，仮定法過去完了，仮定法を含む表現を理解し，文を作る。
	○

○

○

○

○

○
	○

○
	○

○

○

○

○
	○

○

○

○

○

○
	a

b

c

d

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	2
	
	Lesson 10

Energy Service Companies
	<題材内容とねらい>

・ESCOが何かを理解する。

・実際の例を通してESCOの具体的な仕事を知る。

・日本の現状と何をすべきかを理解する。

・堤氏のコメントを理解する。

・環境問題解決のために何ができるか考え，宣言書を作成する。

<文型・文法事項>

S+V+O+O (wh-節)，話法，譲歩の表現を理解し，文を作る。
	○

○

○

○

○

○
	○

○
	○

○

○
	○

○

○

○

○

○
	a

b

c

d

	
	3
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	Sound Advice 1-5
	英語の発音について理解し，聞き取れるようにする。
	○
	
	○
	○
	a

d

	
	《課題・提出物等》Communication Activity D･Eの中からいくつかを課題として出す。

	
	《第３学期の評価方法》

１　評価対象：　a. 授業に対する意欲／b. 発表（内容・態度）／c. 課題等の提出（内容・態度）／d.小テスト・定期考査

２　評価配分：　a. 授業に対する意欲○％／b. 発表○％／c. 課題等の提出○％／d.小テスト・定期考査○％

	《学年の評価方法》

　①コミュニケーションへの関心・意欲・態度，②表現の能力，③理解の能力，④言語や文化についての知識・理解の４つの観点から表した各学期の成績から総合的に判断して，年間の評価とする。


